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胞K562, 胃がん細胞KATO III, 胚線維芽細胞OUMS-
36T-1を用いてそれらの転写活性を調べた.B?及びAB?



















群馬大学大学院医学系研究科応用生理学 高 鶴 裕 介
高齢社会を迎え,脳梗塞後の機能回復をより良いもの






しており (Takatsuru et al.,J.Neurosci.,2009),この期間
においてグリア細胞 (アストロサイト)の機能亢進,およ
びそれに伴うグルタミン酸回収の増加が,その後の機能
代償に重要であることがわかった (Takatsuru et al., J.
Neurosci.,2013).機能代償に必要な神経回路の再編成は,
脳梗塞後 7日目で特異的に起こっており (Takatsuru et
 
al.,J.Neurosci.,2009 ;Takatsuru et al.,Neurosci.Lett.,
2011),再編成された神経回路により,脳梗塞後 2-4週間
後では健常半球の脳が両側の体性感覚情報を処理できる
ようになることがわかった (Takatsuru et al.,J.Neuros-
ci.,2009).本研究も含め,近年,脳梗塞からの機能回復に
おいてグリア細胞が重要な役割をはたしている報告が増
えている (Rossi et al.,Nat.Neurosci.,2007;Carmichael,
Stroke, 2010;Zhao and Rempe, Neurotherapeutics,
2010).今後は,グリア細胞の働きを活性化することがで
きる薬物の探索・開発に取り組んでいく予定である.
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